
  

〔様式〕 

平成○○年○○月○○日 

【○○株式会社】御中 

 

氏名又は名称 ○○ ○○ 印 

 

商標権を侵害する商品情報の送信を防止する措置の申出について 

 

貴社が管理するＵＲＬ：【http://】に掲載されている下記の情報の流通は、下記のと

おり【○○○○（商標権者等の氏名又は名称）】が有する商標権を侵害しているため、「プ

ロバイダ責任制限法商標権関係ガイドライン」に基づき、下記のとおり、貴社に対して

当該情報の送信を防止する措置を講ずることを求めます。 

 

記 

 

１．申出者の住所  

２．申出者の氏名  

３．申出者の連絡先 電話番号  

 e-mailアドレス  

URL  ４．侵害情報の特定の

ための情報 商品の種類又は

名称 

 

 その他の特徴 【ネットオークションへの出品の場合は出品

者ID、出品日時等の情報】 

５．侵害されたとする

権利 

商標権 

【商標、登録番号、指定商品等、侵害されたとする商標権の特定

に資する情報を記載】 

６．商標権が侵害され

たとする理由等 

［商標権が侵害されたとする理由］ 

【□□□□は、私（当社）の登録商標です。私（当社）は、△△

△△に対して登録商標□□□□を使用することにつき、いかなる

許諾も与えておりません。また、侵害情報に係る商品の情報（広

告）は、私（当社）が製造している商品と類似する商品のもので

すが、侵害情報に係る商品は当社では製造しておりません。】 

 

［権利侵害の態様がガイドラインの対象とするものであること

の申述］ 

４で特定した侵害情報は、以下のいずれにも該当します。 

（ａ）以下の理由により商品は真正品ではありません。 

（ⅰ）情報の発信者が真正品でないことを自認している商品 
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である。（その根拠：                 ） 

（ⅱ）私（当社）が製造していない類の商品である。 

（ⅲ）【合理的な根拠を記載】 

（ｂ）以下の理由により、本件は業としての行為に該当します。 

【業要件に該当する理由を記載】 

（ｃ）侵害情報に係る商品が登録商標の指定商品と同一又は類似

の商品です。 

（ｄ）侵害情報に登録商標と同一又は類似の商標が付されていま

す。 

７．ガイドラインの対

象とする権利侵害

の態様以外のもの

の場合 

（権利侵害の態様を適切・詳細に記載する） 

８．その他参考となる

事項 

 

上記内容のうち、【５及び６】の項目については、証拠書類を添付します。 

また、上記内容が、事実に相違ないことを証します。 

- 2 - 



  

- 3 - 

〔信頼性確認団体を経由して申し出る場合の様式〕 

 

 

平成  年  月  日 

【○○株式会社 （カスタマーサービス担当）】 御中 

 

法人の名称◇◇◇◇ 

代表者 ○○ ○○（記名）  印 

 

商標権を侵害する商品情報の送信を防止する措置の申出について 

 

「プロバイダ責任制限法商標権関係ガイドライン」Ⅴ１(1)の信頼性確認団体である弊

団体は、平成○○年○○月○○日付けで弊団体の会員である【☆☆株式会社】が同ガイ

ドラインに基づいて貴社に対して行った商標権等を侵害する商品情報の送信を防止する

措置の申出の内容について、同ガイドラインⅤに従って以下の事項について適切に確認

を行ったので、その旨を証します。 

 
記 

 
１．申出者☆☆株式会社が弊団体の会員であること 
２．本申出が確かに☆☆株式会社により行われたこと 
３．申出者☆☆株式会社が貴社に対して提出した申出書記載の商品情報「☆☆☆☆」（以

下の商標権者等であること 
４．当該商品情報に係る商標権等が侵害されていること 
５．4.にいう商標権等の侵害の態様が同ガイドラインの対象とするものであること 

 
上記内容が事実に相違ないことを証します。 

 
※ その他必要な資料を添付する 

 
以  上 

 

 

 


